
DREAMCAD

（ＷＳＳ,ORANGE,GENMAIシリーズデータ）

DREAMVIEW簡易説明書

製品版開発途中の機能を削減したソフトです。
ここではビュワーの用途のみに絞り説明します。



初期設定

上記ファイルを任意のフォルダ名内に入れてください
作成フォルダ　c:¥dream

c:¥dream¥ConfigNT.cfg

c:¥dream¥dreamview27.exe

このフォルダ内にＣＡＤデータ（ファイル名.DRM)

ファイルを入れてください。

まずdreamview27.exe を実行し

ＣＡＤファイルを読み込んでください。　
例は　SAMPLE.DRMを読み込んだ図

層の色などの設定ファイル
無くても動作します。
（ない場合は画面のサイズ、
色合いはデフォルト設定の
ConfigNT.cfgが生成

されます。）

Ｙを押す

以下メッセージが出ます。Ｙを押してください。



基本操作

ソフト独特の操作点につい
ての解説。

DREAMにはマウスオペレーションだけで描画モード、コマンドモードに切り替えら
れるよう　2つのカーソルモードがあります。

（注意：カーソルによって動作する機能が全く違います）

ＭＤカーソル（ムーブ、ドローカーソル）

（全体図や拡大図したいときのカーソルマーク

ＣＡＤの場合配線するときのカーソルマーク）

システムカーソル

（層の選択やコマンド実行するときのカーソルマーク）

左右のボタンを押すとＭＤカーソル システムカーソル

左のボタンを押すと ＭＤカーソル
システムカーソル

ビュワー用途の場合は

ＭＤカーソルを使うことがほとんどです。

システムカーソルになったら左クリックでＭＤカーソルに
戻ると覚えてください。

基本



基本操作

ソフト独特の操作点につい
ての解説。

ビュワーに必要な全体図、ズーム方法を解説します。

ビュワーに必要な全体図、ズーム方法を解説します。

全体図

ＭＤカーソルにして

マウス左ボタンを押したまま

マウスを右に移動する。

白い範囲枠が拡大ゾーンです。

左ボタンを押しながら
上にスライドする

拡大

左ボタンを押しながら
右にスライドする

ＭＤカーソルにする。

マウス左ボタンを押したまま

マウスを上に移動する。

パン

ＭＤカーソルにして

マウス右ボタンを押したまま

見たい方向に移動する。

右ボタンを押しながら
見たい方向に移動する

※マウスホィールでも拡大縮小は可能です。

注意：　システムカーソルで上記操作し
ても表示されません。　（良くあります）

基本



層について

表示できる層は全部で64層あります。
CAD画面の右側に表示されています。

（状況に応じて変わる場合があります）
一度に64層表示できないので
MainとSubとで32層毎かれています。

下図の赤枠のボタンを押すことで切り替わります。

Main層導通層

Ｍａｉｎ層は導通層で　Ｓｕｂ層はシルク、レジストのような非導通層です。

Sub層導通層

層について解説。

クリックすると
Main層、Ｓｕｂ層が

切り替わります。

基本



表示のｏｎ、ｏｆｆ

各層の表示ｏｎ、ｏｆｆについて
Ｔｏｐ１層のボタンを例にします。
左クリックをしていくごとにボタンの表示が

透明ー＞枠ー＞ベタ　と循環して変わります。

着色なし

着色あり　枠のみ

着色あり　ボタン全部

表示されません。

表示される

表示される
（CADならその層が

編集できる）

層のボタンの説明

基本



表示層（全層ｏｆｆの仕方）

見たい層を全部マウスで設定するのは大変なので
まずすべて選択解除した後見たい層をｏｎしたほうが良
いです。全層をｏｆｆにするには　Ｏｆｆボタンを押します。

これでMain層32層がｏｆｆとなりました。
次ページは残りＳｕｂ層32層を全層ｏｆｆします。

層ボタンをまとめてｏｆｆにす
る解説（Ｍａｉｎ層）

基本



Mainボタンを押しSｕｂ層に切り替えます。

切り替えた後　Ｏｆｆボタンを押します。
これで64層すべてＯｆｆとなりました。

表示層（全層ｏｆｆの仕方）

層ボタンをまとめてｏｆｆする
解説（ｓｕｂ層）

※慣れたら楽な方法。

層のボタンを右クリックすると　全層ｏｆｆし　同時にその右クリックした層がｏｎになります。

表示が白黒ベタとなります。

もう一度右クリックすると　黒白ベタ

もう一度右クリックすると　標準カラー表示を繰り返します。

（単層を白黒ベタで見たいときにはとても便利な操作です）

基本



表示したい層の選択

層をｏｆｆにした後は見たい層に左クリックしｏｎしてい
きます下図は一般的な両面基板の層設定です。
この選択になるように層をセットします。

この設定で表示したときの画面は次ページの
ような表示となります。

選択層の例

両面基板の例

基本



表示したい層の選択

sample.drmのデータだとしたら

図のような表示となればｏｋです。

Main層での設定

Sub層での設定

選択層の表示例

基本



ズームしたときの表示解説

ＭＤカーソルにします。

図面を拡大すると
下図のようにPADやVIAに　背景青、白文字で

上段が　ピン番
下段がネット名です。　

※ピン番、ネット名表示をｏｆｆにしたい時は
キーボードのＫを押します。
押すごとに非表示、ネットのみ、ピンのみ、両方表示
となります。



部品の場所を探したいとき

ＭＤカーソルにします。

： キーボードの　（コロン）を押します。

下記メニュが表示されます。　　選択部品名に部品番号を押し
部品表示ボタンを押すとその部品の位置が表示されます。

※キーボードで直接入力しても

ｏｋです。

対象部品がハイライトされます。

基板全体の中の位置関係が確認できます。

CN1がハイライト



配線の経路を確認したい時

メニューの　ＴＮＥＴを選択します。

下記メニューが表示されます。　
赤枠のボックス内にネット名が表示されます。
確認したいネット名をクリックします。

選択したネット名の配線経路がハイライト表示されます。



配線の経路を確認したい時２

ＭＤカーソルにします。

確認した配線のいずれかを左クリックします。
すると配線経路が白く表示されブリンクします。

例としてここを左クリック
すると　配線経路の
ラインの中心に白くライン
が発生しブリンク表示しま
す。

層表示から
プロパティ表示となります。

２画面環境場合は
左図が表示されます。

全体図とし
クリックした配線経路
が確認できます。

プロパティ表示
配線長や接続ネットピンな
ど表示されます。

パターンをクリックして配線経路を確認する方法です。
必要な層を表示して　確認したい配線をクリックします。

1画面の表示エリア クリックした配線経路



細かい寸法の確認

ＭＤカーソルにします。

カーソルにゲージ表示し　確認できる機能

； キーボードのセミコロンをおします。
（　セミコロンを押すごとにゲージのグリッド単位が変わります。）

カーソルにゲージが表示されます。（拡大していけば　細かいゲージに変
化します）
そのグリッドをはかり目分量で測ることが可能です。
下図例では　１グリッドが０．１ｍｍ単位です。

豆知識　※ゲージに角度を付けるには　キーボードのｋを押します。
戻すときは　ｓｈｉｆｔ＋ｋで戻ります。

０．１ｍｍ



便利なテンキー　部品パン機能

ネット名や部品名をクリックしなくても
テンキーの上下で確認することが出来る機能です。
テンキーの

立ち上げたときは部品サーチモードになっています。
使うキーはテンキーの
　　　　　　　　上　　　　下　　　　左　　　　右
　　　　　　　　８　　　　　２　　　　４　　　　　６　　と
　　　　　　　　５　の決定（リターンのようなもの）

上下は　　部品の数字部分　　
左右は　　部品のアルファベット部分が変わります。
ＣＡＤ画面上のタブ部分に番号が変化します。

５で決定するとその部品が白く表示されます。
マウスのホィール回転でズーム率を多小下げると
その部品周辺を表示してみることができます。
　

数字ＵＰ

数字DOWN

アルファベット
Ａ側

アルファベット
W側

決定

他のモードも要領は同じです。
ネットの経路を確認したい場合は　／キーを押し
ネットサーチモードに変え　５で決定してください。

／
キーを押すごとに　３モードに切り替わります。

CAD画面上のタブ部分に上記表示されます。

１．

２．

３．

例．

５で　決定

マウスホィール
で倍率を
下げると

周辺配線が表示されます。

選択



configNT.cfg について

※configNT.cfgファイルの概要

CADの画面のサイズ、色、データを読むメモリサイズ

等の環境の設定ファイルです。

ファイル属性は　読み取り専用です。
そうでなくても良いですが

CADを使用している間に色の設定を変えたりすると

設定が更新されてしまいます。
固定しておくために　ファイル属性を読み取り専用とします。

CADの画面サイズは
#WINの次の行の
<1920><1040>　の箇所を

解像度に合わせて変更してください。

データサイズが大きすぎて読めないときは
#MEMの次の行
<230000000>の箇所を

変更してみてください。
また、同梱のconfigNT.cfg が無い場合でも

一度立ち上げたあと生成されます。
デフォルト設定のファイルです。


